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HRAFと の協力体制は じまる

祖 父 江 孝 男*

 国 立民 族学博 物館の招請に よ り,国 際

交流基金の援助 を得 て1975年11月17日

に 来 日 した 「人間関係地域 ファイル」

(Human Relations Area Files 略 称

HRAF,通 常``フ ラ ーフ"と よんでい

る)の 副会長 ラガセ 博士(Robert O.

Lagac�)と 同 じ くアジア研究部長 の コー

博 士(Hesung C. Koh)の 両 氏 は11月29

日 までの間,計5日 間にわた って国立民

族学博物館研 究部 メンバ0と の間に会議

を持 ち,い ろいろ と協議 を行 な った。 こ

こに国際交流基金 の御厚意 に対 して も厚

くお礼申 しあげてお きたい と思 う。

 この点について説 明 してお くと,こ の

HRAFは 人 類学分野 の専 門家 の間 では

すでに よ く知 られた 重要 な 組織 であっ

て,米 国 工一ル大学に本部 をお き,世 界

の諸民族 の社会 ・文 化についての文献資

料 を整理 し,独 自の検索 システ ムを用 い

た資料集(カ ー ドとマイクロ ・フ ィッシ

ュ)を 編 集 し,世 界の大 学や研究所 に提

供 してい る国際的な研 究機関であ る。従

来,わ が国では京都 大学が このHRAF
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への加盟会員 として カー ドの供給 を受 け

ていたのであ るが,国 立民族学博物館 も

また近 い将来,会 員 とな り,そ の膨大 な

るカー ドの全 セッ トを受 け とることにな

ってい る。

 こ うした ことに加 えて もうひ とつ更 に

重要 な ことは,且RAFと 国 立民族学博

物館 の間に共 同 プロジェク トの計画が昨

年 よ り進 め られて きた ことである。先 に

も触れた ように,こ のHRAFは 世 界の

諸民族 の社会 ・文化 についての資料 を整

理 供給 してい るのであ るが,種 々の事情

に よって 日本 関係 のデー タは極 めて乏 し

く不十分 であ った。 日本 に対す る関心が

世 界的 に も非常 に たか ま りつつ あ ると

き,こ の現状 はそのままにしてお くこと

がで きない とい うことで,東 アジア研究

部長 の コ0博 士 が 日本 に関す るデー タを

日本の学者 の側か ら供給 してほ しい とい

う提案 を して きたのが昨1974年 の ことで

あ った。 因みに コー博士 は韓国系 の女流

社会学者 で漢字 で書 けば高恵星。 ボ ス ト

ン大学 で博士号 を と り,情 報検索 システ

ムについての多 くの著作が ある。 なお ラ

ガセ博士 は フレンチ ・カナダ系 の人類学

者。 シカゴ大学 で博士号 を とり,ア フ リ

カを専攻 してい る。

 実 は昨74年 に 日本関係の データを充実

させ るとい う案が コー博士 らによってお

こされ,折 しも"情 報 セ ンタ0"と して

の機能 を前面 に打 ち出 している国立民族

学博物館 へ``打 診"と い う形 で意向が も

た らされたのは74年 初夏 の ことで,国 際

交 流基金 の援助 で来 日した カ リフォルニ

ア大学 の デボス教 授(George DeVos)
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を通 じてであ った。 同教授 は 日本研究 を

専 門 とす る人類学者で あるが,こ こで梅

樟忠夫館長 らとの間 に具体的 に話が進 め

られ ることとな った。

 この ときの 話 し合 い に もとつい て,

1974年10月 には エール大学のHRAF本

部 において米国の 日本研 究者 ら10余 名 が

集 ま り,ま る1日 を費 しての会議が開か

れ,当 時 たまたま滞米中の梅樟 館長 と私

とが出席 して さまざまに意見 を交換 し,

そ の結果,75年 にお ける国立民族i学博物

館 での会議 の実施 その他が決め られたの

であ る。

 こ うして11月,5日 間 にわた る会議 が

行 われたのであ るが,こ こで決め られた

ことの大略 を示す と次の とお りであ る。

 HRAFと 国 立民族学博物館 との協 力

によ って作 る予定 の 日本 関係 デー タ の

大系 を 「日本文 化関係 情報 システ ム」

(Japallese Cultural Information System

  略 称JACIS)と よび,こ れに関

す る共 同プ ロジェク ト(joint p roject)の

HRAF側 にお けるdirectorを コー博士

とし,国 立民族学博物館側 としては従来

の い きさつか ら私がdirectorと い うこと

にな った。国立民族学博物館側 としては

現在,開 館 を控 えての さまざまな準備 に

文字通 り忙殺 されてい るため,本 格的 に

プ ロジ ェク ト作業を開始 す るのは開館後

の1978年 と し,そ れ迄 は 準備期 間とす

る。す なわ ち78年 以後,3力 年 計画 で然

るべ き財源 を求 めて これをプ ロジェク ト

にむ け,で き得 る限 り全 国的で学 際的 な

委 員会 を作 って これが資料 の選択 その他

の任に あた る。

 日本関係の資料 とい うとき,現 在の と

ころ次の3つ が考 えられてい る。(1)日

本全体 に わ た る総論的資料 (General

Japan)・ 統 計 資料,地 図, 全 般 的な地

理,歴 史,社 会 ・文化の概観に関す る も

の,② 京都市に関す る資料,(3)岡 山県 に

関す る資料。

 上 の うちの(2)と(3)に つ いては疑 問を も

たれ るか もしれないが,HRAF側 の意

見 として,い わゆ るcomplex cultureを

考 えると きには少 な くとも1000年 のtime

depthを 考 慮に入れねばな らぬ とい う方

針 を とり,そ のための都市 の資料 として

は京都が最 も適切 とい うことにな った も

ので ある。また岡山県 は米 国の ミシガン

大学が1950年 代 以降,組 織的に調査 を行

な ってい るので,米 国側の既刊未刊 のデ

0タ としては岡山県 の ものが最 も量が 多

い。 そのため これに対応 させ て,日 本側

として もひ とまず岡山か ら始 める ことに

した ものであ る。 もとよ り岡山は西南型

農村地帯 の典型であ り,将 来 においては

これへの補 促 として東北地方 あるいはそ

の他の資料 を も考慮 す ることが必要 とな

るで あろう。

 とにか く,こ うした資料 のなかか ら重

要な文 献の ビブ リオグ ラフ ィ0を 作 る。

そしてそのなかか ら更 に 「必読」の部分

をえ らび出 して(本 や論文 のなかか らそ

の全体 を とる場合 も,部 分 をとる場 合 も

あ る)こ れを英訳 してテキス トを作 る。

このテキス トの目的 は,こ れか ら専 門的

に 日本を勉強 しよ うとい うひと,特 に日

本を専 門 とす るわけではな く,世 界 を比

較文 化の立場 か ら概観す るにあた って,

日本 の ことについて も知 りたい とい うひ

と。そしてまた小中高校の教 師諸先生 が

た。 …… こうした人 びとが 日本 について

学 ぶための リーデ ィングスとしての役割
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を果す点にある。

 なお実際には翻訳を技術的にどう進め

るのが最 もよいか? ローマ字化はどう

するか? 等々の問題,資 金の問題など

がいろいろと未解決のまま横たわってい

る。なお上述の如 く,本 格的作業は1978

年に開始 される予定であるが,そ れ迄の

準備期間には,HRAFで 使っているシ

ステムを用いて国立民族学博物館内の文
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献,フ ィル ム,テ ープ,レ コ0ド,民 具

類の整理 分類,情 報 検索 の システ ムを作

りあげてい く。 これ を共 同 プロジェク ト

のはじめの部分 として考 え,で きるだ け

早 く着手 してい く予定で ある。 また こ う

した検索 システ ムを作 りあげてい くた め

に,国 立民族学博物館か らHRAFヘ ス

タッフを送 って技術上 の研修 を受 けるな

どの こと も計画 され ている。
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